
地域コミュニティ検討委員会（第１回）市長挨拶 

 

皆さんこんばんは。小田原市長の加藤憲一です。 

本日は、夜間のお忙しい時間帯、また、寒い中をお集まりいただきましてまことにあり

がとうございます。 

今日からスタートいたします課題別検討委員会の中でも地域コミュニティの委員にご就

任いただき本当にありがとうございます。皆さんにも十分ご案内のとおりでありますが、

小田原の市政を私が預かるようになって、早半年が経過をいたしました。 

様々な課題が山積しているこの小田原の未来を切り開き、確かなものと作っていくため

に、いくつもの山がこれから控えているわけでありますが、その中におきましても、この

地域コミュニティにまつわる課題の検討は、非常に重要な、ある意味小田原のこれからの

姿、『持続可能な市民自治のまち』というように私は標榜しておりますが、この仕組みの根

幹を成す、仕組みの本質に関わる議論が、この地域コミュニティ検討委員会の中で、議論

されるべき内容だと考えております。 

ご承知のとおり、人口減少の社会が始まり、少子高齢化が進展し、経済の先行きは不透

明、そして、地域の繋がりが希薄化して、子ども達の育成、高齢者の皆さんを取り巻く状

況、全ての点において先行きが非常に不透明な中で、いかにして市民の安全と安心を守っ

ていけるのか、そして、地域の活力をその中で、生み出し続けていくことが出来るのか、

それは、一重に市民の皆さんの力がこれからどのように発揮されるか、それに関わってい

ると考えております。行政だけで、その営みを作っていくことはできません。これから先

は、地域の皆さん、地域にお住まいの皆さんが、目の前の課題を自分達自身で解決してい

けるだけの仕組み、思い、エネルギーそう言ったものをもう一度育て上げて行かなくては

いけないと考えております。 

昨今の現状を見る中で、そういった地域の姿を作り上げるそこまでには、大変長い道程、

あるいは、多大なエネルギーが、行政だけではなく、市民の皆さん、また、民間の事業者

の皆さんのそれぞれに置いて、必要になることは間違いありませんが、少なくともそうい

った方向を目指して、理想のコミュニティの姿とは何なのか、またそこに向けて、それぞ

れの立場から出来ることは何なのか、そのことを今十分に話し合って、これは、小田原だ

けではありません。日本の地方都市がすべからく直面している問題でありますが、その大

きな課題の本質的な解決に向けて、地域の現場からもう一度、私達の暮らしのあり方を見

直し、繋がりあいの姿を見直して行きながら、小田原ならではの地域のコミュニティのあ

り方を目指していきたい。そんな思いから、総合計画の策定に先立つ重要課題のひとつと

して、今回の地域コミュニティの検討の場をつくらせていただきました。 

非常に重要なテーマだと思っております。本来であれば私も全部の会合に参加をして、

皆さんと一緒に議論をしたいところでありますが、ここから先は、皆さんにこの議論をお

預けしていくことになります。 
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この委員会には、今この分野において、第一戦で、これからの地域力の創造の分野で気

鋭の研究活動をされ、実践もされておられます名和田先生をお迎えし、また、市民生活に

関わる分野、子ども達の分野、福祉の分野の各主要団体の皆様からのご参画をいただいて

おります。 

また、多数の市民公募に応募があった中から、地域の中での熱心な実践に裏付けられた

論文を書かれた３名の市民の皆さんが参加をされ、それぞれ深い実践に裏付けられたご経

験をお持ちでこの場に座っていただいております。 

また、通常ですと職員が後ろの席でというケースが多いと思いますが、福祉、教育、環

境、地域政策、企画等の分野が横断的に参加をして、皆さんの現場での実践と拮抗するよ

うな形で、議論に交えていただきたいと考え、このような設定をさせていただきました。 

ここから先は、皆さんそれぞれ領域を超えて、立場の差によって遠慮することなく、十

分に議論をつくしていただき、これから先のある意味小田原の方向性を決める重要な会議

でありますので、納得のいくまでの議論をこの場で交わしていただきたいと思います。 

４ヶ月と言う非常に短い中で、結論を出していただくには、あまりに重く、深いテーマ

でありますので、皆さん自身も限られた回数の中ではありますが、十分に意見を出しつく

していただきたいと思っております。 

また、とかくこういった会議というのは、市側が材料を用意してそれに沿って議論をし

ていくことが多いわけですが、この検討委員会では、最低限のだんどり以外は、皆さんの

議論にお預けをして、形式張らずに、意見をぶつけ合っていただきたいと考えております。 

皆さんから提出された報告を踏まえて、来年４月以降、小田原の新しい総合計画の策定が

始まりますので、そこに繋げていただくべき検討委員会ということでよろしくお願いしま

す。思いがありますので長くなりがちですが、後は皆さんのご議論に委ねまして、私から

の冒頭のあいさつとさせていただきます。どうぞ皆さんよろしくお願いします。 


